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＜要約文＞
筆者は前稿で，書道博物館（東京）に収蔵される養 徹定旧蔵の『華厳経疏』断簡
（図・断簡 A）が，実際には玄奘訳『摂大乗論無性釈』に対する注釈書であることを明
らかにした。２０１７年，中国のオークションで清末の書画収集家・顧文彬旧蔵の『続華
厳経疏』断簡（図・断簡 B）が，日本円にして約３億円で落札されたが，この断簡も本
来は養 徹定の旧蔵本である。その内容を検討してみると，これも玄奘訳『摂大乗論
無性釈』に対する注釈であり，さらに書道博物館所蔵断簡の連れ本であることが判明
した。すなわち養 徹定が『華厳経疏』とされる断簡の最初の所有者であり，一部が
書道博物館に収蔵され，一部が養 と交友のあった中国人の金 居（嘉穂）を経て顧
文彬に渡ったということである。本稿はこの顧文彬旧蔵断簡についての研究である。
この断簡の内容は前半と後半とで異なる。前半部は書道博物館所蔵断簡に続く「増
上戒学分第七」に対する注釈であるが，後半部は一つ前の「彼修差別分第六」に対す
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る注釈である。これは巻子本を作る時に生じた錯簡によるものと考えられる。本研究
の意義は，第一に，現伝していなかった『無性釈』に対する注釈書が，断簡ではある
が発見されたことであり，第二に，研究の進展により，中国唐代の仏教，特に摂論学
派，唯識学派の研究に貢献する可能性があることである。
キーワード：『華厳経疏』，玄奘訳『摂大乗論無性釈』，養 徹定，金嘉穂，顧文彬，
１ 問題の所在―約３億円で落札された古写経
２０１７年夏，中国で行われたオークションで，ある古写経の断簡が１７９４万
元，日本円にして約３億円で落札された。中国の経済系の新聞『中国商 』
は次のように伝える１。
近年，唐人写経がオークションに出品されるようになっているが，その度にコレ
クターの注目の的になっている。先日行われた中貿聖佳の春季オークションでは，
過雲楼旧蔵の唐人写経が競合の末，ついに１７９４万元もの高値で取引された。
唐人写経とは唐代の写経という意味である。また過雲楼とは，清末の著名
な書画収集家・顧文彬（１８１１―１８８９）が蘇州に造った建物で，そこには有
名な書画が多数保存されていた。すなわち顧文彬旧蔵の唐代の写経が１７９４
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万元（日本円で約３億円）もの値で取引されたということである。報道に
よれば，写経の内容は『続華厳経疏』の「十回向品」から「阿僧祇品」ま
でであるという。そしてこれが日本の養 徹定（１８１４―１８９１）から中国の
金 居（嘉穂，１８３４―？）に伝えられ，そして顧文彬に伝わったものであ
るという。
この写経（以下，本断簡）はオークション業者である中貿聖佳のカタロ
グに写真が掲載されており見ることができる。報道では本断簡を『続華厳
経疏』とするが，筆者が内容を解読した結果，それは『華厳経』の注釈書
ではなく玄奘訳『摂大乗論無性釈』に対する注釈書であることがわかった。
ここで最近の筆者の研究につながる。筆者は前稿で書道博物館に収蔵され
る養 徹定旧蔵『華厳経疏』断簡が，実際には『華厳経』の注釈書ではな
く，玄奘訳『摂大乗論無性釈』に対する注釈書であることを明らかにした２。
そして，いま紹介した顧文彬旧蔵の断簡は，書道博物館所蔵断簡に連続す
る断簡，いわゆる連れ本であることがわかったのである。
以下，本稿では，断簡と伝来の経緯について検討し，断簡の翻刻を行い，
『摂大乗論無性釈』との対応を示す。本研究の意義は，第一に，現伝して
いなかった『無性釈』の注釈書のテキストが，断簡ではあるが発見された
ことであり，第二に，研究の進展により，中国唐代の仏教，特に摂論学派，
唯識学派の研究に貢献する可能性があることである。
２ 断簡と伝来の経緯
２－１ 断簡について
本断簡の実物は見ることができないが，写真版が『中貿聖佳２０１７春季
芸術品拍売会』カタログ（ホームページ www.zmsj.ccからダウンロード
可能）に掲載されている。筆者はこれをもとに構成図を作成した＜図１＞。
１－１と１－２は表面の右と左、２－１と２－２は裏面の右と左である。
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＜図１＞ 『華厳経疏』断簡 構成図（中貿聖佳のカタログをもとに作図）
１－１（表・右側）
B本文 ｜A見返
１－２（表・左側）
｜ ｜ ｜D金䶸居の跋 C 徹定の跋 B本文 ｜
２－１（裏・右側）
｜ E紙背（『五教章』） ｜
２－２（裏・左側）
｜ F表紙 ｜ E紙背（『五教章』） ｜
本断簡は巻子本で奥書は存在しない。２－２F表紙の左端に題箋があり，
見づらいが「続華厳経疏」と読める。カタログによれば，法量は縦２５０ミ
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リ，横１６４０ミリであるという３。界線がある。
表側を見ると，最初に本文が１１１行記される（１－１，２B）。これは１
行あたり２３文字から２５文字で，文字数の合計は約２５００文字である。続いて
徹定の跋（１－２C）が１０行あり，それに続いて金 居の跋が３９行記され
る（１－２D）。紙背（２－１，２－２E）には，表面とは異筆で法蔵『五
教章』が約８０行にわたり記される４。
本断簡の題箋に「続華厳経疏」とあることから，徹定は『華厳経』の注
釈書と判断したものと思われるが，これが最初から付いていたものか不審
である。後に検討するように，本文は文の途中から始まっている。筆者は
写本に通じていないのでわからないが，巻子本の冒頭は区切りの良い部分
から始まるのが普通ではないだろうか。このように文の途中から始まると
いうことは，この題箋を含めた表紙の部分が後から断簡に付された可能性
が考えられる。それを徹定が行ったのか，徹定以前からそうなっていたの
かはわからない。
２－２ 伝来の経緯
続いて本断簡の伝来の経緯について，所蔵者の順に，養 徹定，金 居，
顧文彬の跋文を見て行くことにする。いずれも現代語訳で示し，原文は注
に記した。現代語訳に際して補助的に用いた記号は，〔補充〕，（原語），「引
用」，〈説明〉である。
（１） 養 徹定
本断簡の最初の所蔵者は養 徹定（以下，徹定）である。徹定は浄土宗
の僧侶であると同時に，日本伝来の古写経の収集に努めた人物である５。
その跋には次のようにある６。
花厳経疏零本一巻，唐人の無名氏の書である。筆法はまことにすばらしく（秀拔），
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精奇入神の作といえ，頗る二王（王羲之父子）の風がある。弘法大師の『請来目
録』を調べてみると「『新訳花厳経』及び『花厳疏』，『花厳十会』，『花厳会名図』，
『請賢聖文』等数部」７とある。また『性霊集』を調べてみると「大師が唐におら
れた日，越州の節度使に請い，広く内外の典籍を求めた」８とある。ここから考え
ると，この疏は大師が将来したものの一つで，彼の土の名匠の手沢であることが
わかる。
万延二年（１８６１）辛酉仲夏，仏眼山竺徹定識す。
徹定はこれを『花厳経疏』であり唐時代の人物の無名人の書であるとする。
そして筆法のすばらしさとそれが王羲之の書風に似ることを述べる。続い
て伝来についての考証に入り，弘法大師空海の『請来目録』に『新訳花厳
経』と『花厳疏』があることを指摘する。さらに『性霊集』に空海が在唐
時に越州節度使に要請して多くの典籍を求めたことを挙げ，それにより本
断簡が空海将来本であると結論付ける。この跋は前稿で扱った書道博物館
所蔵の『華厳経疏』断簡とほぼ同じものである９。
（２） 金 居（金嘉穂）
金 居（金嘉穂，１８３４―？）は中国の文人で，徹定と明治３年末から明
治４年の初めにかけて交流があった。徹定と金嘉穂の筆談記録を記した『瓊
浦筆談』という資料があり，町泉寿郎が研究を行っている１０。それによれ
ば，金嘉穂は，道光１４年（１８３４）蘇州に生まれ，名は嘉穂，字は 懐・ ，
別号に庵・闇・ 園・尊古自牧・ 居・曹門・主客説詩堂等がある。書画
・金石学に通じた。太平天国の乱を避け，妻を蘇州に残して，新興の経済
都市上海に住んで書画によって生計を立てた，いわゆる海上派文人と目す
べき人物である。徹定との具体的な交流と本断簡との関係については跋文
を見た後に紹介する。
次に掲げるのが金 居の跋１１の現代語訳である。筆者が段落に記号を付
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した。
（A）華厳〔経〕は釈蔵〈仏典の叢書〉にあるが二つある。一つは于 国沙門実叉
難陀訳，一つは 賓国沙門般若訳である。皆な唐の外国の人の経である。李長者
〈李通玄〉の疏があり，それを「続疏」と名づけているが，これ〈本断簡のこと〉
ではないはずである。これは別の一人の作である。
（B）首尾はみな欠けている。またこれが〔『華厳経』の中の〕何品を解釈した文
なのかはわからない。他日，大蔵経を繙いてみれば自ずからわかるであろう。ま
た疑わしいのは，これが当時〈唐代〉の作者の稿本であるのか，日本に流伝して
書写されたものであるのかということである。
（C）行草は筆意で円勁である。定公〈徹定のこと〉は〔書風が〕二王に似ている
というが，その通りである。
（D）また〔定公は〕これを唐の本であるという。すなわち弘法大師が入唐して経
を求め請うて帰った本である。証拠は甚だ確実である。
（E）日本の『倭漢三才図会』には次のように言う１２。「大師は讃州多度郡，屏風浦
の佐伯直田公の男である。母，夢に梵僧が懐に入り十二か月妊娠して宝亀五年に
生れた。幼くして六経史伝に通じ，石淵寺の勤操から聞持法を受け，〔学問は〕博
く三蔵仏経に渉った。十九歳で剃染し二十歳で落髪し，二十二歳で東大寺で具足
戒を受け空海と号した。三十一歳のとき求法のために遣唐使船に乗って入唐した。
明年，徳宗皇帝に拝謁し，恵果和尚に会った。恵果は＜どうしてこんなに遅く来
たんだ＞と述べた。留学すること三年にして三十三歳で帰朝し，承和二年に入定
した。年は六十二であった。敕して弘法大師の号を贈る。」
（F）また日本撰述の文献である『元亨釈書』には次のように言う１３。「玄 僧正，
霊亀二年（７１６）に敕を奉じて入唐し，凡そ二十年，聖武帝の天平七年（７３５）に
帰朝す。舶来した経論疏章五千余巻を尚書省に献ず」。
（G）また日本新刊の『倭漢年契』に「宝亀五年（７７４）は唐の大歴九年（７７４）」１４
とある。〔空海が〕三十一歳で入唐したならば貞元二十年（８０４）である。また〔玄
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が入唐した〕霊亀二年（７１６）は開元四年（７１６）に当り，天平七年（７３５）まで
は二十三年である。
（H）定公はこの書物を元 のものとはせず，空海のものとしている。思うに華厳
はやや後に出，そして疏はさらに後になる。そして空海の時に始めて流布するよ
うになったのであろう。
（I）また定公新撰の『訳場列位』の「華厳」に，「実叉難陀本は則天武后の証聖元
年（６９５）に訳された。『新華厳』般若本は貞元十一年（７９５）に訳され，十四年（７９８）
に畢り，進上した」１５とある。
（J）今，疏（注釈書）がいつ造られたかは詳しくはわからないが，大体のことは
わかる。空海の『請来目録』に，已に「新華厳并疏」とあるのはこれのことであ
る。〔定公の〕跋に『請来目録』并びに『性霊集』を挙げているが，〔これらは〕日
本の著述であるので，〔私は〕今は皆な未見である。
（K）万延二年（１８６１）辛酉は皇朝の咸豊十年である。是の年は即ち文久元年に改
められる。故に『年契』には万延二年は無い。
（L）徹定は日本の僧侶である。字は松翁で，学は儒教，仏教に通じている。私は
以前，その人の事を知り，定公と呼んでいる。すばらしいことに〔この人は〕今
日の賛寧（北宋代の仏教史家），惟浄（北宋代の仏教史家）の一流で著作がとても
多い。刊行書は数種あり，『古経題跋』（１８６９），『訳場列位』（１８６３），『釈教正謬初
破再破』（１８７３）などがある。
（M）〔彼が〕所蔵する古経は夥しい数である。その中で最も神品無上とするもの
は，一つは唐の咸亨四年（６７３），章武郡公蘇慶節為父 国公定方写造の『大楼炭
経』である。白麻紙は新の如く，墨濃は漆の如く，細楷で精妙である。一つは西
魏の大統十六年（５５０），陶 虎写造の『菩処胎経』で末尾に願文を附している。
麻紙（南北朝の紙には元から名前は無い。今，この経紙は唐と相似しており愈古
い。遂に趙松雪（子昂）の跋洛神を引いて云う，晋の時の麻 の例を麻紙という）
で，精古の作であり老黄色である。字の大きさは豆の如くである。書法は真に逼っ
たものである。北碑の一派ではあるが筆意は自から如であり，石刻の方拙の如き
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スタイルではない。いわゆる北朝のスタイル（ 裘气）ではあるが，その超越し
聖なる世界に入っている処は，実に不可思議の妙がある。
（N）私はかつてこれらに題跋を付した。見た古写本は十数種に近い。故に定公は，
この巻と福田経の餉で潤筆している。西魏の墨迹は世間絶無の宝である。図らず
して東夷〈日本〉に今も存在していることは今，述べた通りである。自ら購入し
所蔵している人がこれに続き，これらの巻物を見せてあげれば，世に北朝の真迹
があることを知らせることになる。なんと愉快無極ではなかろうか。
同治十一年壬申（１８７２年）十二月 居金嘉采 記す。 印 印
段落ごとに整理すると次のようになる。（A）では『華厳経』の翻訳に
実叉難陀訳と般若訳の二本があること。また注釈として「続疏」と名けた
李通玄のものがあるが本断簡とは異なり，本断簡は別人のものであるとす
る。（B）では本断簡の首尾が欠けていること。よって『華厳経』のどの
部分の注釈かは不明であること。さらにこれが中国で制作されたものか，
日本人が書写したものかは不明であることを述べる。（C）書体について
徹定が王羲之父子の書風であると述べたことについて，その見解を認めて
いる。（D）以下では，徹定が本断簡を空海将来本であると述べたことが
確実であるとする。続いて（E）では『倭漢三才図会』の空海の伝記を引
用する。また（F）では『元亨釈書』を引用し，奈良時代の玄 が経論を
将来したことを述べる。そして（G）では日本と中国の年号の対照を整理
した『倭漢年契』をもとに年号を調べている。（H）そして徹定が玄 将
来本ではなく空海のものとすると述べる。（I）徹定の『訳場列位』を挙げ，
実叉難陀本と般若本との訳出年代を出す。（J）結論として徹定と同じく，
空海請来本であることを認める。（L）以下は徹定の紹介である。彼が博
識で，中国宋代の賛寧，惟浄に匹敵すること。そして徹定の著作を挙げる。
（M）では徹定所蔵の古経について述べ，中でも『大楼炭経』，『菩処胎
経』が逸品であることを述べる。そして（N）自分が徹定所蔵の古経に題
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跋を付したこと。そしてそれらのすばらしさを述べる。
以上，金 居は徹定の見解，すなわち空海が将来した『華厳経疏』であ
ることを認めている。ここで問題点をいくつか挙げる。一つは，（B）で
本断簡が首尾欠けていることから何品の注釈かは不明であると述べている
にもかかわらず，これを『華厳経』の注釈とすることは疑っていないこと
である。これは徹定の見解を信頼してそのまま踏襲したものと考えられる。
また，もし本断簡を『華厳経疏』と見たとして，これが実叉難陀本と般若
本とのどちらの注釈と見ているかが明確ではない。これは空海のいう新華
厳疏がどちらを指すのかという問題であるが，この部分が明確ではない。
さて，（M），（N）では金 居と徹定との交流の様子が説かれるが，前
述した町泉寿郎の論文により両者の交流を整理すると次のようになる。金
居は明治３年頃，赤松某とともに長崎に来舶し，明治４年正月下旬に名
古屋藩の招聘に応じ，翌５年３月頃まで同藩士に教授したという１６。
一方，徹定は明治３年９月から１１月にかけて周防の浄土宗学校において
都講を勤め，１２月に長崎大音寺で「華厳原人論」と契嵩「輔教編」を講じ，
その余暇に偶々同地に滞在中の金嘉穂と出会って詩文を唱和し，それを筆
談録二巻にまとめたという１７。両者の初対面は明治３年１２月２８日，徹定が
金嘉穂のもとを訪問し耶蘇教に対する議論を行ったことが始まりである。
ここで金嘉穂の学問識見を信頼した徹定は，自分が所有する古写経を金嘉
穂に示して跋を請うた。再見時（明治４年正月３日）は，金嘉穂が徹定を
訪うた１８。その後は書翰による応答が行われた。４日の徹定の書翰では，
初めて秘蔵の古写経を鑑賞してくれる人物に巡り会ったことへの感謝が述
べられ，更に日本の古写経五巻（『心経』『華厳経』『時非時経』『続華厳経
疏』）を送寄して跋を請うた１９。正月１５日には互いに書翰と跋文を交換し
た。徹定は「書元槧翻訳名義集後」を贈り，金嘉穂は「心経（跋）」「華厳
経跋」「時非時経跋」「続華厳経疏跋」，「元槧梵本翻訳名義集（跋）」を贈っ
た２０。
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さて，この中に「続華厳経疏」，「続華厳経疏跋」が出て来る。当初筆者
は，これが本断簡を指すものと考えたが，そうではなかった。『瓊浦筆談』
の中に金嘉穂が撰した「続華厳経疏跋」が収録されているが，それは今見
た本断簡の跋とは一致しないのである２１。ここから本断簡とは別に「続華
厳経疏」が存在していた可能性が考えられる。
（３） 顧文彬
顧文彬（１８１１―１８８９）は，字は蔚如で号は子山。晩年には艮 と号した。
過雲楼の主である。元和（現在の江蘇省蘇州）の人。道光二十一年（１８４１
年）の進士で刑部主事を授かったのを始め地方の官職を歴任した。幼時か
ら書画を愛し，後に収集を始めた。著作に『眉録楼詞』八巻，『過雲楼書
画記』十巻，『過雲楼帖』がある。１８７３年に蘇州に過雲楼を建て，数多く
の書画を収蔵した。また怡園を築造し，蘇州の文化活動の中心を作った。
過雲楼の蔵書の素晴らしさは，「江南の収蔵は天下で一番であり，過雲楼
の収蔵は江南で一番である」とうたわれたほどである２２。１９９０年代初め，
過雲楼所蔵の蔵書の四分の三が南京図書館に収められ，残りの１７９部５００冊
が２００５年にオークションにかけられた。２０１２年春のオークションでは鳳凰
出版が２１６２億元（約３兆６８５０億円）で落札した。なお，金 居との関係に
ついては，金が鵜飼に対して，友人として顧文彬を挙げている２３。
顧文彬の本断簡に対する記述は，彼の『過雲楼書画記』巻一に「唐写続
花厳経疏巻」という題目で記されている２４。現代語訳で示す。
唐写続花厳経疏巻
（A）唐時代の写本『続花厳経疏』の残本である。文は「釈十回向品」から「阿僧
祇品」に当る。
（B）私は同郡の金君 衫〈金嘉穂の号〉からこれを得た。金君は日本に游び，仏
眼山の僧・徹定からこれを得た。
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（C）徹定はこれを唐本であると言い，弘法大師の『請来目録』の新訳『花厳経』
及び『花厳疏』を引く。また『性霊集』の「大師在唐の時，越州節度使に請うて
広く内外の典籍を求めた」を証拠としている。
（D）さらに金君は『倭漢三才図会』に「大師は讃州多度郡，屏風浦の佐伯直田公
の男である。母，夢に梵僧が懐に入り十二か月妊娠して宝亀五年に生れた。幼く
して六経史伝に通じ，石淵寺の勤操から聞持法を受け，博く三蔵仏経を渉った。
十九歳で剃染し二十歳で落髪し，二十二歳で東大寺で具足戒を受け空海と号した。
三十一歳のとき求法のために遣唐使船に乗って入唐した。明年徳宗皇帝に拝謁し，
恵果和尚に会った。恵果は＜どうしてこんなに遅く来たんだ＞と述べた。留学す
ること三年にして三十三歳で帰朝し，承和二年に入定した。年は六十二であった。
敕して弘法大師の号を贈る。」を引用する。『倭漢年契』には「宝亀五年（７７４）は
唐の大歴九年（７７４）」とある。〔空海が〕三十一歳で入唐したならば貞元二十年（８０４）
である。また〔玄 が入唐した〕霊亀二年（７１６）は開元四年（７１６）に当り，天
平七年（７３５）までは二十三年である。また定公は新撰の『訳場列位』の「華厳」
に，「実叉難陀本〈八十巻華厳〉は天后証聖元年（６９５）に訳された。『新華厳』般
若本〈四十巻華厳〉は貞元十一年（７９５）に訳され，十四年（７９８）に畢り，進上
した」とある。今，疏〈注釈書〉がいつ造られたかは詳しくはわからないが，大
体のことはわかる。空海の『請来目録』に，已に「新華厳并疏」とあるのはこれ
のことである。
（E）私が考えるに，金君と徹定が考定した『続花厳経疏』は，唐の時代に中国か
ら日本に請われて行ったものである。今，〔この写本が〕日本から中国に帰って来
て，今日の中国において唐代の巻子本の制度を見ることが出来るのが善いことの
一つ目。唐代の仏教典籍が，注釈だけが独立し，経典と別に流布していたことが
わかることが善いことの二つ目。また唐代の澄観の『花厳経疏鈔会本』二百二十
巻が『大蔵経』の中にある２５。今，経生２６の写本を得たので，その同異を比べてみ
ることができることが善いことの三つ目である。
（F）書法は円勁にして古厚であるが，右軍（王羲之）大令（王献之）の子孫（血
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胤）〔である我々〕がこれを見ることが出来なかった。すなわち，この疏は我が中
国の瑰宝である。日本に入って千余年になるが，一旦来帰したことは歓喜無量で
ある。どうして残本を少ないと言おうか。
段落ごとに整理すると次のようになる。（A）唐時代の写本『続花厳経疏』
の残本であり，内容が「釈十回向品」から「阿僧祇品」に当ることを記す。
（B）では，徹定から金 居へ。金 居から顧文彬へという伝来の経路を
記す。（C）では，徹定の跋にあった空海請来説の証拠を挙げる。（D）で
は，金 居の跋にあった『倭漢三才図会』，『倭漢年契』，『訳場列位』の証
拠を挙げる。（E）では，顧文彬が以上の証拠が信頼するに足るものであ
るとし，続いて本断簡の意義として，１当時の巻子本の制度を見ることが
できる。２当時の注釈が経典とは別に流布していたことがわかる。３澄観
の『花厳経疏鈔会本』との比較ができる，という三つを良い点として挙げ
る。（F）最後に書法のすばらしさを挙げ，我が中国の瑰宝であると述べ
ている。
ここで注意されるのは（A）の「釈十回向品」から「阿僧祇品」に当る
という言葉である。この指摘はそれ以前にはなかったものであり，何を根
拠としたものか不明である。推測するならば，これは金 居から得た情報
であろう。さらに金 居も自分でこれを判断したとは思えないので，最初
の所蔵者であった徹定が伝えたと考えるのが自然である。この問題は現段
階ではよくわからないが，前述した金嘉穂が跋文を付した『続華厳経疏』
と何らかの関係があると思われる。
次節以後では，本断簡が実際は玄奘訳『摂大乗論無性釈』に対する注釈
であることを明らかにする。
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３ 翻刻
ここでは『中貿聖佳２０１７春季芸術品拍売会』カタログに収録された写
真をもとに，本断簡を翻刻する。翻刻に際しての凡例は次の通りである。
・本来は縦書きであるが横書きにした
・一番左側に行番号をアラビア数字で附した。
・翻刻に際して漢字は新字にした。
・略字なども現在通用する文字で統一した。
・判読不明字は■で表した。
１ 善趣定往悪趣如是知已生如是心我作此業当堕悪趣我
２ 寧自往必当脱彼於彼現在雖加少苦令彼未来多受安楽
３ 是故菩譬如良医以饒益心雖復殺之而無少罪多生其
４ 福由多福故疾証無上正等菩提如是等戒最為甚深問何
５ 故此中示作無間恐作故然涅槃経中仙与国王待婆羅門謗
６ 方等已然後行然答諸師釈云五無間業是定業障一切受
７ 苦由可一不救所以未作即使行然謗経云罪是不定業若捨
８ 悪覚即不受報知婆羅門命終之後初生起念即捨悪覚
９ 生善処故従彼謗已然後断命或有釈云此論拠衆生不由
１０ 受苦方起善心先有善故所以未作即便断命乗光勝善
１１ 得生善道彼涅槃経拠衆生要由処苦方能起善又先無
１２ 勝善可生善道所以従彼作已方然皆由菩善知識故如
１３ 是不同二不相違得説言謗経云業是不定業可救故尓若
１４ 依大乗謗方等経乃重五逆何得説言五逆不可釈謗経可救
１５ 邪今存後釈言行殺生等十種者下三義釈初約相似次■
１６ 大数後就実行初言謂諸受楽善法者似貪欲■言増悪
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１７ 不善如似嗔恚言見諸邪性見邪是邪名因邪見此三善心即
１８ 是後三言依正此故行然等七者依此善心行前七業無罪有
１９ 福二或行前七不起後三等者此約大数以釈実唯有七是十中
２０ 数故総言十二或已伏除等者約実行釈問為起実貪嗔等
２１ 応是性罪云何無罪答由先悲恵引此貪嗔但除邪見雖
２２ 復現行発身語業不名為罪是故釈言不能照苦故無有
２３ 罪能助道故生無量福此義如彼深密経説於諸地中所生
２４ 煩悩当知何相何失何得善男子無染行相何以故是諸菩
２５ 薩於初地中定於一切諸法々界已善通達由此因縁菩要知
２６ 方起煩悩非為不知是故説名無染行相於自身中不於生苦
２７ 故無過失菩生起如是煩悩於有情界能断苦因故
２８ 彼経論皆言若従先来善後力等数習所成名習種姓若
２９ 仁王経及瓔珞経唯就瑜伽論等習種姓中初修習者名習
３０ 種姓因習成性後修者名性種姓道種姓此諸経論拠義
３１ 有異立二種姓先後不同位地差別理並無違諸師或云従十
３２ 廻向即入初地或有説言依荘厳論十廻向後更事諸仏修決
３３ 択善発方入地今依後釈十廻向満未入初地別修決択後方入
３４ 地三釈妨難者問准依梁論願楽行人経第一阿僧祇修行
３５ 円満又云願楽行人自有四種謂十信十行十廻若准彼
３６ 文十廻向満尽初僧祇其四善根既廻向後以此文証，四種
３７ 菩提是第二僧祇何故前判乃云初劫答准依梁論修時章説
３８ 其四善根配三十以故彼論云菩道前有四方便謂十信等
３９ 如須陀 道前有四方便所謂煖等又准彼文釈願楽行人此人
４０ 未得名清浄意行人猶既如世第一法，既挙小乗世第一法喩願行
４１ 人故知大乗世第一法是願行■又云無分別智即是清浄意行
４２ 是第二劫其四善根既非無分別智故知非是第二僧祇言得浄
４３ 意楽勤修諸行者得出世間無分別智相応意楽依此意楽
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４４ ■修諸行名清浄意行此通十地言此在六地名有相行在第
４５ 七地名無相行若此前清浄行人在六地已還由出観時遍計猶■
４６ 名為有相第七地中雖復出観所執不観名為無相言如是二
４７ 種経第二劫者由浄意楽是其通人今但拠別有相無相二種
４８ 経第二劫修行円満言已上乃至第十地中即此転名無功用行
４９ 者即此清浄意楽行人至八地已上転前有相無相（＊数文字不詳）
５０ 功用行経第三劫修行円満言第八地中無功用行（＊数文字不詳）
５１ 地已得無功用行猶未成満言第九地第十地行方（＊数文字不詳）
５２ 因行究竟此行妨満三此唯是一等者重明人云一異之相下挙
５３ 喩顕言如預流等者等二学果如小乗中依此三果建立五人故
５４ 梁論云如須陀■■陀含阿那含三位互得制立為五人説初
５５ 方便至須陀 為第一家為第二斯陀含為第三一種（＊数文字不詳）
５６ 阿那為第五菩位亦尓説初方便至初地為第一位従二地至
５７ 七地是第二位従八地至第十地為第三位亦得制立為五人説初
５８ 方便至初地為第一位従二地至四地為第二位五地六地為第三
５９ 位七地為第四八地至十地為第五位良以大乗初位摂前後位摂後
６０ 中摂前後是故五人三位可摂今但於此第二位中分作三人前離
６１ 出家々後雖出種子故成五人但由大小三五是同故引為喩而
６２ 非一切四別釈頌先門言従無始来等者若論虚時無始已来
６３ 即無分斉若約其行何相是初言為答此等者対問彰頌釈
６４ 与下釈頌文亦有解言若依梁論有其四力謂根力善願力
６５ 心堅力以進力依此論中但有三力今依此論具有四力亦無■■
６６ 先釈上両句明其四力依瓔珞経十信十心此四並摂初善根力
６７ 者以念空恵三心為体二大願力者即是願以及廻向心二心為体
６８ 能降伏所治者顕善根力有治障用常値善知識者顕大
６９ 願力有摂善用三堅固心者謂信心護心法及戒心三心為体即
７０ 是初善根力所成故云雖過恵発方便破壊終不棄捨大菩
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７１ 提心四■進者即是精進心及不退心二心為体是故釈言現世
７２ 当来所修善法運々増長終無退減此十信位依諸経論或有
７３ 説退或説無退余師会釈略以四門分別一序退二序不退三定
７４ 其所立会釈相違四釈妨難初説退有二文一梁論第十勝相
７５ 云菩在十信位中修大行未堅固多厭怖生死慈悲衆生心
７６ 猶劣薄喜欲捨大乗本願修小乗道故言欲偏行別乗二依
７７ 瓔珞経云諸善男子若一劫二劫乃至十劫修行十信得入十住是
７８ 人尓時従初一住至第六住諸仏菩善知識所護故出到第七
７９ 住常住不退自在七住已前名為退分如浄目天子法財才王舍利
８０ 弗等欲入第七住値悪因縁故退入凡夫不善悪中不名習種聖人
８１ 二修不退有四文一此論云堅固心昇進者雖遇悪友方便破壊
８２ 終不棄捨大菩提心現世当来所修善法運々運増長終無退減
８３ 此論意明十信即為僧祇云始即得不退二起行論明十信名信成
８４ 就発心云修行信心経一万劫信心成就故入正定聚畢竟不退
８５ 名住如来種中正因相応未経一万劫遇悪因縁或便退失堕二
８６ 乗地如後人王経言十千劫行十正道乃当得入習忍位同起信論
８７ 修行信心経一万劫信心成就以十劫是一万劫故三仁王経上巻明
８８ 十信中云習種性十心一切諸仏菩長養十心為聖胎下巻中明
８９ 十信為習忍云善男子習忍已前行十善菩有退有進譬如
９０ 軽毛随風東西是諸菩亦復如是雖以十千劫行十正道発
９１ 三菩提心乃当入習忍位亦常学三伏忍法而不可名字是名
９２ 不定人是定人者入生空位聖人性故必不起五逆等解云十信
９３ 是習種姓故云習忍十信已前行十善菩有退有進譬如
９４ 軽毛雖十方劫行十善道当入十信即未得入十住已前仰学
９５ 十信已上三伏忍法以進退不定故不可字名定性菩名不
９６ 定人十信已上是定人者学作生空観故入生空位聖人種姓名
９７ 為聖胎華厳経明十信偈云若信恭敬清浄増即行堅固不
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９８ 可壊究竟浄心不退転解云即言不可壊又云不退転故知十信
９９ 不退也三定其所立会釈相違者諸経論中雖有進退皆有正
１００ 文今依後四文判十信不退問前云二説当云何通答初梁論説
１０１ 退者若無諸仏為善知識十信喜欲捨大修小由如来有救済乗
１０２ 業故十信不退故仁王経云諸仏菩長養十信為聖胎不明十信
１０３ 有退二瓔珞経云七住已前名為退分如浄因天子等者是方便
１０４ 説非是実退故起信論云如修多羅中或説十信已上有退堕
１０５ 悪趣者非其実退位為始菩未入正位而懈怠者恐怖勇健
１０６ 故也諸師云十信行位倶退十解不定若聖人入者如利舎弗第
１０７ 六心退若凡夫入者初即不退若約凡説十信行位倶退十解已
１０８ 上行退位不退初地已上行位倶不退今解十信已前行住倶退
１０９ 故仁王経云習忍以前行十善菩有退有進譬如軽毛随風
１１０ 東西十信已上行位倶不退故此論云所修善法運々増長終無
１１１ 退減四釈妨難者問若十信已上即行位倶不退者応名阿毘
４ 『摂大乗論無性釈』との対照
続いて本断簡が玄奘訳『摂大乗論無性釈』に対する注釈書であることを
示すために対照表を作成し提示する。内容を解読すると，本断簡は一貫し
た内容ではなく二つの部分に分かれている。全１１１行のうち，１行目から
２７行目までは「増上戒学分第七」への注釈であり，２８行目から１１１行目ま
では「彼修差別分第六」への注釈である。本断簡の写真版を拡大して見る
と，２７行目までと２８行目からは紙の色が異なっており，これが紙の繋ぎ目
であることがわかる。おそらく紙を軸装にするときに錯簡が生じたことが
考えられる。
よって，ここでは
（１）１行から２７行：増上戒学分第七への注釈
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通番
１
【摂論１】（４２６c）論曰。甚深殊勝者，謂諸菩由是品類，方便善
巧，行殺生等，十種作業。而無有罪。生無量福，速証無上正等菩
提。又諸菩，現行変化，身語両業。応知亦是，甚深尸羅。由此
因縁，或作国王，示行種種，悩有情事。安立有情毘奈耶中。又現
種種，諸本生事。示行逼悩，諸余有情。真実摂受，諸余有情。先
令他心，深生浄信，後転成熟。是名菩所学尸羅甚深殊勝。
（２）２８行から１１１行：彼修差別分第六への注釈
の二つに区分して表を作成した。
作成に際して次のような次のきまりを設けた。
・一番左側には全体の通番を記した。
・表の中で用いた略号は次の通り。
１『摂大乗論』本文 【摂論】
２『摂論世親釈』 【世】
３『摂論無性釈』 【無】
４『断簡』 【断簡】
・略号に【摂論１】，【世１】のように番号を附して，文献ごとの通番とし
た。
・略号，通し番号の次にある数字は，大正蔵経３１巻の頁数と段である。
・『断簡』の中の引用文はカッコを附し，引用対象の引用部分に下線を引
いた。引用対象が『摂大乗論』本文，『摂大乗論世親釈』，『摂大乗論無性
釈』については注を付けず，引用の終わりの部分に略号【世１】，【無１】
で指示した。
・『断簡』の最初には注釈対象の名称を示した。続く［ ］の中の数字は
翻刻の行番号である。
・『摂大乗論』本文，『摂大乗論世親釈』，『摂大乗論無性釈』以外の出典に
ついては注に記した。
（１）１行から２７行：増上戒学分第七への注釈
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２
【世１】（３６１c）釈曰。甚深殊勝中，謂諸菩由是品類方便善巧者，
此中顕示，如是菩，如是方便善巧功能。謂諸菩，若如是知，
如是品類補特伽羅，於此不善無間等事，將起加行。以他心智，了
知彼心，無余方便，能転彼業。如実了知，彼由此業，定退善趣，
定往悪趣。如是知已，生如是心，我作此業，当墮悪趣，我寧自往，
必当脱彼。於彼現在，雖加少苦，令彼未来，多受安楽。是故菩，
譬如良医，以繞益心，雖復殺之，而無少罪，多生其福。由多福故，
疾証無上正等菩提。如是等戒，最為甚深。又諸菩，現起変化，
身語二業。当知亦是甚深尸羅。由此道理，或作国王，現作種種，
悩有情事。安立有情，毘奈耶中。変化自体，名為変化。此中応説，
無厭足王，化導善財童子等事。又現種種，諸本生事者，如毘湿婆
安 羅等，諸本生事。此中菩，以其男女，施婆羅門。皆是変化。
示行逼悩諸余有情，真実摂受，諸余有情者，謂諸菩，終不逼悩，
余実有情。摂受其余，実有情故。如是亦名甚深殊勝。
３
【無１】（４２６c―４２７a）釈曰。由是品類方便善巧者，謂諸菩悲
願相応。後得妙智。行殺生等十種作業，而無有罪等者，謂愛
楽善法，憎悪不善，見諸邪性，説名後三。依止此故，行殺
等七而無有罪，生無量福，速証菩提。	或行前七不起後三。大数
言十。
或已伏除。為試彼力故心暫起。不能招苦故無有罪。能
助道故，生無量福。現行変化身語両業者，謂依化身発起両業。或
依実身由化心発身語二業。意業無形不可変化。或雖現有貪瞋等事。
於化有情無大義利。是故不説。安立有情毘奈耶中者，謂作国王，
制諸法律，示行逼悩令住其中。或一切善，能滅衆悪。或大涅槃，
滅除生死，名毘奈耶。又現種種諸本生事者，謂諸菩諸本生事，
化心所現。或久成仏，復示現行，諸本生事。繞益有情，令菩学。
故後説言，是名菩所学尸羅。
４
【断簡・書道博物館】（【無１】に対する注釈）［８４行］
釈論中，言「悲願相応，後得妙智」【無１】者，由悲愍■妙
智知根，悲恵相応，乃至名善巧故，世親菩云【世１】，「謂
諸菩，若如是知，如是品類，補特伽羅罪，於此不善無間等
事，将起加行，以他心智了知彼心，無余方便能転彼業，如実
了知彼由此業定退」
５
【断簡１】（【無１】に対する注釈）［１行―２７行］
「善趣定往悪趣。如是知已生如是心。我作此業当堕悪趣。我
寧自往必当脱彼。於彼現在雖加少苦。令彼未来多受安楽。是
故菩譬如良医。以饒益心雖復殺之而無少罪。多生其福。由
多福故疾証無上正等菩提。如是等戒最為甚深」【世１】。
問。何故此中，示作無間恐作故，然『涅槃経』中，仙与国王
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待婆羅門謗方等２７，已殺後行殺。答。諸師釈云，五無間業，
是定業障，一切受苦，由可一不救，所以未作，即使行殺謗。
『経』云，罪是不定業，若捨悪覚，即不受報知，婆羅門命終
之後，初生起念，即捨悪覚，生善処故，従彼謗已，然後断命。
或有釈云，此論拠衆生，不由受苦，方起善心，先有善故，
所以未作，即便断命，乗光勝善，得生善道。彼『涅槃経』，
拠衆生，要由処苦，方能起善，又先無勝善，可生善道，所以
従彼作已，方然皆由菩善知識故，如是不同，二不相違，得
説言謗，『経』云，業是不定業，可救故尓。若依大乗，謗方
等経，乃重五逆，何得説言，五逆不可釈謗経可救邪，今存後
釈。
言「行殺生等十種」【無１】者，下三義釈。初約相似，次■
大数，後就実行。
初言「謂諸愛楽善法」【無１】者，似貪欲■。言「増悪不善」
【無１】，如似嗔恚。言「見諸邪性」【無１】，見邪是邪，名
因邪見。此三善心，即是後三。言「依正此故行殺等七」【無
１】者，依此善心，行前七業，無罪有福。
二「或行前七不起後三等」【無１】者，此約大数，以釈実唯
有七，是十中数故，総言十。
二「或已伏除等」【無１	】者，約実行釈。問，為起実貪嗔等，
応是性罪，云何無罪。
答，由先悲恵，引此貪嗔，但除邪見，雖復現行，発身語業，
不名為罪，是故釈言，「不能照苦故，無有罪，能助道故，生
無量福」。此義，如彼『深密経』説２８，「於諸地中所生煩悩，
当知，何相何失何得，善男子，無染行相，何以故，是諸菩，
於初地中，定於一切，諸法々界，已善通達，由此因縁，菩
要知，方起煩悩，非為不知，是故説名，無染行相，於自身中，
不於生苦，故無過失，菩生起，如是煩悩，於有情界，能断
苦因故」。
通番１は『摂論』本文，通番２と３は『摂論』本文に対応する『世親釈』
と『無性釈』である。そして点線で囲んだ通番４が書道博物館所蔵断簡の
最後の部分である。ここでは通番２『世親釈』の引用が「謂諸菩…定退
善趣…」と続く中の「定退」で終わるのに対し，通番５の顧文彬旧蔵本【断
簡１】の冒頭は「善趣」から始まっており，両者が結合する。ここから本
断簡が書道博物館断簡の連れ本であることが確認できる。そして内容から，
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通番
１
【摂論１】（４２５c） 論曰。復次凡経幾時修行諸地可得円満。有五
補特伽羅。経三無数大劫。謂勝解行補特伽羅経初無数大劫修行円
満。清浄増上意楽行補特伽羅及有相行無相行補特伽羅。於前六地
及第七地経第二無数大劫修行円満。即此無功用行補特伽羅。従此
已上至第十地。経第三無数大劫修行円満。此中有頌
清浄増上力 堅固心昇進
名菩初修 無数三大劫
２
【無１】（４２６a）
釈曰。有五補特伽羅経三無数大劫者。応知唯一補特伽羅位差別
故。建立五種。謂後所説勝解行等。勝解行者。未證眞如但依勝
解勤修諸行。此経第一無数大劫修行円満。
３
【断簡２】（【無１】に対する注釈）［２８行―３４行］
（＊前欠）
彼経論皆言，「若従先来２９，善後力等，数習所成，名習種姓」。
若『仁王経』及『瓔珞経』，唯就『瑜伽論』等，習種姓中，
初修習者，名習種姓，因習成性後修者，名性種姓，道種姓，
此諸経論拠義，有異立二種姓，先後不同，位地差別，理並無
違。
諸師或云，従十廻向即入初地。或有説言，依『荘厳論』，十
廻向後，更事諸仏，修決択善，発方入地。今依後釈，十廻向
満，未入初地，別修決択，後方入地。
４
【無２】（４２６a）
清浄増上，意楽行者。謂得清浄増上意楽。勤修諸行。此在
六地，名有相行。在第七地，名無相行。如是二種，補特伽羅。
経於第二無数大劫，修行円満。已上乃至第十地中，即此転名，
無功用行。経於第三無数大劫修行円満。第八地中，無功用行，
猶未成満。第九第十地中，此行方得成満。此唯是一，補特伽
羅，異位相応，差別成五。
５
【断簡３】（【無２】に対する注釈）［３４行―６２行］
三釈妨難者，問，准依『梁論』３０，「願楽行人，経第一阿僧祇
修行円満」，又云，「願楽行人，自有四種，謂十信十行十廻」。
若准彼文，十廻向満，尽初僧祇，其四善根，既廻向後。以此
文証，四種菩提，是第二僧祇，何故前判，乃云初劫。
答，准依『梁論』「修時章」説，其四善根，配三十以故。『彼
本断簡の注釈対象が通番３『無性釈』であることがわかる。
（２）２８行から１１１行：彼修差別分第六
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論』云３１，「菩道前有四方便，謂十信等，如須陀 ，道前
有四方便，所謂煖」等，又准彼文，釈願楽行人此人，未得名
清浄意行，人猶既如世第一法，既挙小乗世第一法喩願行人，
故知，大乗世第一法，是願行■。又云，無分別智，即是清浄
意行，是第二劫，其四善根，既非無分別智，故知非是第二僧
。
言「得浄意楽，勤修諸行」【無２】者，得出世間，無分別智，
相応意楽，依此意楽，■修諸行，名清浄意行，此通十地。
言「此在六地，名有相行，在第七地，名無相行」【無２】，
若此前清浄行人，在六地已還，由出観時，遍計猶■名為有相，
第七地中，雖復出観，所執不観，名為無相。
言「如是二種，経第二劫」【無２】者，由浄意楽，是其通人。
今但拠別，有相無相二種，経第二劫，修行円満言已上，乃至
第十地中，即此転名，無功用行者，即此清浄意楽行人，至八
地已上，転前有相無相（＊数文字不詳），功用行，経第三劫
修行円満，言第八地中，無功用行（＊数文字不詳），地已得
無功用行，猶未成満，言第九地第十地，行方（＊数文字不詳）
因行究竟，此行妨満三，「此唯是一」【無２】等者重明人，
云一。「異之相」【無２】下，挙喩顕，
言「如預流等」【無２】者等，二学果，如小乗中，依此三果，
建立五人故。『梁論』云３２，「如須陀■■陀含阿那含三位互得
制立為五人，説初方便至須陀 為第一家，為第二斯陀含為第
三一種（数文字不詳）阿那為第五菩位亦尓，説初方便至初
地為第一位，従二地至七地是第二位，従八地至第十地，為第
三位，亦得制立為五人，説初方便，至初地為第一位，従二地
至四地為第二位，五地六地為第三位，七地為第四，八地至十
地為第五位」。
良以，大乗初位，摂前後位，摂後中，摂前後。是故五人三位
可摂。今但於此第二位中，分作三人，前離出家々後，雖出種
子故，成五人。但由大小三五，是同故，引為喩而非一切。
６
【無３】（４２６a）
如預流等従無始来生死流転。齊何当言三無数劫最初修行。
為答此問故説伽他清浄増上力者。謂善根力名清浄力。此即説
有善根力者。若大願力名増上力。此意説有大願力者。有善根
力故能降伏所治。有大願力故	常値善知識。
堅固心昇進
者。雖遇悪友方便破壊。終不棄捨大菩提心。現世当来所修善
法運運増長終無退減。如是若時具善根力及大願力。大菩提心堅
固不退。所修善法念念増進不生喜足。順旧而已齊是名為最初修
行三無数劫。
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７
【断簡４】（【無３】に対する注釈）［６２行―１１１行］
四別釈頌，先門言「従無始来」【無３】等者，若論虚時，無
始已来，即無分斉。若約其行，何相是，初言「為答此」【無
３】等者，対問彰頌釈与下釈頌文。亦有解言。若依『梁論』３３，
有其四力，謂根力・善願力・心堅力・以進力，依『此論』中，
但有三力。今依此論，具有四力亦無■■。先釈上両句，明其
四力。依『瓔珞経』，「十信十心，此四並摂」。初「善根力」【無
３】者，以念空恵，三心為体。二「大願力」【無３】者，
即是願以，及廻向心，二心為体。「能降伏所治」【無３】者，
顕善根力，有治障用，能降伏所治。「常値善知識」【無３】者
顕大願力，有摂善用。三「堅固心」【無３】者，謂信心護心
法及戒心三心為体即是初善根力所成故，云雖過恵発方便破壊
終不棄捨大菩提心。四「■進」【無３	】者，即是精進心，及
不退心，二心為体。是故釈言「現世当来，所修善法，運々増
長，終無退減」【無３
】。
此十信位，依諸経論，或有説退，或説無退。余師会釈，略以
四門分別，一序退，二序不退，三定其所立会釈相違，四釈妨
難。
初説退，有二文。一『梁論』「第十勝相」云３４，「菩在十信
位中。修大行未堅固。多厭怖生死。慈悲衆生心猶劣薄。喜欲
捨大乗本願修小乗道。故言欲偏行別乗。二依『瓔珞経』云３５，
「諸善男子。若一劫二劫乃至十劫。修行十信得入十住。是人
尓時従初一住至第六住諸仏菩善知識所護故。出到第七住常
住不退。自在七住已前名為退分，如浄目天子法財才王舍利弗
等。欲入第七住。値悪因縁故。退入凡夫不善悪中。不名習種
ママ
聖人。」
二修不退，有四文。一『此論』云，「堅固心昇進者。雖遇悪
友，方便破壊。終不棄捨大菩提心。現世当来所修善法，運々
運増長，終無退減」【無３―
】。此論意，明十信即為僧，
ママ
云始即得不退。二『起行論』，明十信，名信成就発心云３６，「修
行信心。経一万劫信心成就故。入正定聚畢竟不退。名住如来
種中正因相応。未経一万劫。遇悪因縁或便退失堕二乗地」，
ママ
如後『人王経』言，十千劫行十正道乃当得入習忍位同『起信
論』修行信心。経一万劫信心成就以十劫是一万劫故。三『仁
王経』上巻，明十信中云３７，「習種性十心。一切諸仏菩長
養十心為聖胎」，下巻中，明十信為習忍云３８，「善男子。習忍
已前行十善菩。有退有進。譬如軽毛随風東西。是諸菩亦
復如是。雖以十千劫行十正道発三菩提心乃当入習忍位。亦常
学三伏忍法。而不可名字。是名不定人。是定人者入生空位。
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聖人性故。必不起五逆等」。
解云，十信是習種姓故，云習忍，十信已前，行十善，菩有
ママ
退有進，譬如軽毛，雖十方劫行十善道当入十信，即未得入十
住已前，仰学十信已上三伏忍法，以進退不定故，不可字名定
性菩名不定人，十信已上是定人者，学作生空観，故入生空
位，聖人種姓名為聖胎。
『華厳経』明十信偈云，「若信恭敬清浄増，即行堅固不可壊」３９
「究竟浄心不退転」４０。解云，即言不可壊，又云，不退転故，
知十信也。
三定其所立会釈相違者，諸経論中，雖有進退，皆有正文，今
依後四文，判十信不退。
問。前云，二説，当云何通。
答。初梁論説退者，若無諸仏，為善知識，十信喜欲，捨大修
小，由如来有救済乗業故，十信不退故，『仁王経』云，「諸仏
菩，長養十信為聖胎」，不明十信有退。二『瓔珞経』云，「七
住已前，名為退，分如浄因天子等者，是方便説，非是実退故，
『起信論』云，「如修多羅中，或説十信已上，有退堕悪趣」者，
非其実退位，為始菩未入正位，而懈怠者，恐怖勇健故也。
諸師云，十信行位倶退，十解不定。若聖人入者，如利舎弗，
第六心退。若凡夫入者，初即不退，若約凡説，十信行位倶退，
十解已上，行退位不退，初地已上，行位倶不退。
今解，十信已前，行住倶退。故『仁王経』云，「習忍以前，
行十善菩。有退有進。譬如軽毛随風東西」。十信已上，行
位倶不退。故『此論』云，「所修善法，運々増長終無退減」【無
３】。
四釈妨難者，問，若十信已上，即行位倶不退者，応名阿毘（以
下ナシ）
本断簡中の「三妨難」（通番５【断簡３】冒頭），「四別釈頌」（通番７【断
簡４】冒頭）にある科文用語から，本断簡が『摂論無性釈』のこの部分を
四つ以上に区分していることがわかる。
通番３【断簡２】は通番２『無性釈』の解釈の途中から始まる。通番５
【断簡３】は通番４『無性釈』を「三妨難」と科判した部分の注釈である。
通番７【断簡４】「四別釈頌」は通番６『無性釈』の注釈であり，本文を
解釈した後に十信の退についての議論を行う。そこでは一，序退，二，序
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不退，三，定其所立会釈相違，四，釈妨難の四門を設けて議論を行い，結
論として十信已前は行位が倶退，十信已上は行位が倶不退という見解を出
す。
以上により，本断簡が『華厳経疏』ではなく玄奘訳『摂大乗論無性釈』
に対する注釈であり，書道博物館所蔵本の連れ本であることが証明できた。
５ 結語
本稿では，２０１７年に中国で約３億円で落札された顧文彬旧蔵『華厳経疏』
断簡の伝来と内容について調査を行った。以下，結論を箇条書きで記す。
１．本断簡の第一の所蔵者は養 徹定である。徹定は本断簡を『華厳経
疏』とし，唐代の書写で空海入唐時の将来本とする。徹定が本断簡を『華
厳経疏』と考えたのは，題箋に書かれた「続華厳経疏」という記録をその
まま受容したためと考えられる。
２．第二の所蔵者は明治初期に徹定と親交のあった金 居（金嘉穂）で
ある。彼は徹定から本断簡を譲り受けた。成立については徹定の見解にし
たがっている。
３．第三の所蔵者である顧文彬は同郷の金 居から本断簡を譲り受けた。
顧は成立については徹定，金嘉穂の説に従っているが，本断簡の名称を『続
華厳経疏』とし，具体的な品名まで特定している。その根拠は不明である。
４．本断簡は全１１１行からなり，玄奘訳『摂論無性釈』に対する注釈で
あるが，前半部（１行―２７行）と後半部（２８行―１１１行）とでは内容が異な
る。前半部は「増上戒学分第七」に対する注釈であり，これは書道博物館
所蔵断簡に連続するものである。後半部は，「彼修差別分第六」に対する
注釈である。これは錯簡によるものと考えられる。
本断簡が，たとえ『華厳経疏』でないとしても学術的な価値は失われな
い。むしろ従来，学界では報告されていなかった玄奘訳『摂論無性釈』に
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対する注釈書であり，翻刻した内容を他文献と比較していくことにより，
中国の摂論学派，唯識学派の研究に資することが期待される。
＜参考文献＞
１．一次文献
「唐人写経巻」（『中貿聖佳２０１７春季芸術品拍売会』カタログ）出品番号７８８
『華厳経疏』（磯部彰『中村不折旧蔵禹域墨書集成：台東区立書道博物館所蔵』（文部科
学省科学研究費特定領域研究＜東アジア出版文化の研究＞総括班，二玄社，２００５年））
中巻 pp．１７１―１７２
顧文彬『過雲楼書画記』（蘇州：顧氏，１８８２年）
世親造，真諦訳『摂大乗論釈』（大正蔵３１）
世親造，玄奘訳『摂大乗論釈』（大正蔵３１）
無性造，玄奘訳『摂大乗論釈』（大正蔵３１）
２．二次文献
２－１ 単行本
勝呂信静，下川邊季由『摂大乗論釈世親釈玄奘訳』（『新国訳大蔵経』１７ 瑜伽・唯識部
１１，大蔵出版，２００７年）
２－２ 論文
佐藤厚「撰者不詳「『摂大乗論無性釈』への注釈書」断簡（１）―養 徹定旧蔵『華厳
経疏』の実態：書道博物館所蔵―」（専修大学学会『専修人文論集』１０１号，２０１７
年）
町泉寿郎「養 徹定と金嘉穂の明治四年，長崎における筆談記録」（日本漢文学研究編
集委員会『日本漢文学研究』４，２００９年）
３サイト
ブログ「玲児の近況」「過雲楼書画記と日本」http://reijiyamashina.sblo.jp/article/
178372377.html（２０１７年１０月１１日閲覧）
注
１ 『中国商 』電子版２０１７年７月１８日付（http://www.zgswcn.com/2017/0718/786721.
shtml ２０１７年１１月１５日閲覧）「近年来， 有唐人写 出 在拍 会上，都会引起藏家
的争相 。在不久前 行的中 佳春拍中， 云楼旧藏唐人写 卷就 多番激烈
价后， 以１７９４万元的高价成交，一 得本季春拍桂冠。 卷 地厚硬，色
已近茶。全卷横１６４厘米， ２５厘米。残 部分共１１１行， 行在２３至２５字之 ，共 ２５００
余字。写 内容据文 大乗仏教《 疏》：《 十回向品》以至《阿僧只品》。写
体之源流，可追溯到 晋和南北朝 期，北魏 期是仏教文化的 盛期。到了隋唐，
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写 体就更 于完美成熟。初唐“楷 ”欧 ，大文学家 坡等都曾十分 写
文化， 它 是不可多得的小楷范本。此卷写 之行楷， 遒 ， 条流 ，字体
精奇入神， 有二王之 。墨色 重如漆， 透 背， 具久 的年代感， 年 日
久的蚕食，此卷得以保留至今。 是残卷，但在存世稀少的唐人写 之中，品相可称得
上是近乎完美。在卷尾附有日本高僧 定跋与清人金 居跋，并 有“古 堂之印”，“
定珍藏”等印。此卷 金 居游日 ，従 定 得来的，后此卷又 入 云楼 文彬之
手，著 于《 云楼 画 》。 氏将其排在所 藏品 第五件，足 其的重 。
如此 得的一卷写 取得佳 并不意外。」
２ 拙稿「『摂大乗論無性釈』への注釈書」断簡（１）―養 徹定旧蔵『華厳経疏』の
実態：書道博物館所蔵―」（専修大学人文学会『専修人文論集』１０１号，２０１７年）
３ 書道博物館所蔵断簡は縦２６２ミリ，横１２３７ミリである。本断簡とは縦の長さが一致
しないが，理由はわからない。
４ 『五教章』「所詮差別」の部分である。この紙裏の部分も書道博物館所蔵本との連続
が確認できた。
５ 徹定の古写経収集については前掲拙稿 p．２８６およびそこに掲げた参考文献を参照。
６ 「花厳経疏零本一巻，唐人無名氏書也。筆法秀抜，精奇入神，頗有二王風。按弘法
大師，請来目録載，新訳花厳経及花厳疏，花厳十会，花厳会名図，請賢聖文等数部，
又按性霊集，大師在唐之日，請越州節度使広求内外典籍，由是考之，此疏大師将来之
一，而為彼土名匠手沢可知耳。
万延二年辛酉仲夏，仏眼山竺徹定識。
印 印 」
７ 空海『御請来目録』（大正蔵５５・１０６４a）
８ 空海『性霊集』巻５「請越州節度使求内外経書啓」（『性霊集』，日本古典文学大系
７１，１９６５年）p．２７２
９ 前掲拙稿 p．２８６参照
１０ 町泉寿郎「養 徹定と金嘉穂の明治四年，長崎における筆談記録」（『日本漢文学研
究』４，２００９年）
１１「華厳在釈蔵有二，一于 国沙門実叉難陀訳，一 賓国沙門般若訳，皆唐外国人経。
有李長者疏，此名続疏当非是，是別一人作也。又首尾皆缺，亦不審此為釈何品之文，
他日得繙大蔵，当自知之。頗疑此巻，是当時作者稿本，流伝日本。故写作行草，而筆
意円勁。定公謂近二王，洵非虚也。又謂是唐本，廼弘法大師，入唐求経請帰之本，引
拠甚 。案日本撰倭漢三才図会云，大師讃州多度郡屏風浦佐伯直田公之男也，母夢梵
僧入懐，妊十二月，宝亀五年生，頴敏甚異世，称神童，幼通六経史伝，従石淵寺勤操
受聞持法，博 三蔵仏経，十九歳剃染，二十歳落髪，二十二歳於東大寺受具足戒，号
空海。三十一歳，為求法乗遣唐使船，入唐。明年謁徳宗皇帝。 恵果和尚。恵果曰，
来何晩乎。留学三年，三十三歳帰朝。承和二年入定，年六十二。敕贈宏法大師。又日
本撰元亨釈書云，玄 僧正霊亀二年，奉敕入唐，凡二十年，聖武帝天平七年帰朝，以
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舶来経論疏章五千余巻，献尚書省，又案日本新刊倭漢年契，宝亀五年乃唐大歴九年，
至三十一歳入唐，為貞元二十年。又霊亀二年者，当開元四年，至天平七年，乃二十三
年也。定公此巻不定為元 ，而定為宏法所致者，盖華厳稍後出，而疏更後，当宏法之
時始流布耶，又定公新撰訳場列位華厳，実叉難陀本，天后証聖元年訳，新華厳般若本，
貞元十一年訳，十四年畢，進上，今雖未審作疏何時，亦可約略知之。如宏法請来目録，
已有新華厳并疏是也。跋云請来目録並性霊集，日本之著述，今皆未見。万延二年辛酉
為皇朝咸豊十年，是年即改文久元年，故年契無万延二年。徹定，日本僧也，字松翁，
学通儒釈。余曾識其人，称為定公，歎是今日讃寧惟浄，一流著述，頗富。所見板行者
凡数種，曰古経題跋，曰訳場列位，曰釈教正謬初破再破， 蔵古経極夥，其最為神品
無上者，一則唐咸亨四年，章武郡公蘇慶節為父 国公定方写造之大楼炭経，白麻紙如
新，墨濃如漆，細楷精妙，一則西魏大統十六年，陶 虎写造之菩処胎経，尾附願文，
麻紙（南北朝紙旧無名目，今以此経紙，与唐相似，而古。遂引趙松雪跋洛神云，晋
時麻 之例，曰麻紙云）精古作老黄色，字大如豆，書法真，北碑一派，而筆意自如，
無石刻方拙之態，所謂氈裘気者，其超能入聖之処，実有不可思議之妙。余曾為之題跋，
所見古写本近十許種。故定公，以此巻並福田経餉為潤筆。西魏墨迹，廼世間絶無之宝，
不図東夷尚有存者，因述得之，所自購蔵 之人，而牽連及之，使覧是巻者，知世有北
朝真迹，豈不愉快無極。
同治十一年壬申十二月 居金嘉采記 印 印
１２ 寺島良安『倭漢三才図会』巻７６
１３ 虎関師錬『元亨釈書』巻１６
１４『倭漢年契』は浅野高蔵が作成した日本と中国の対照年表である。
１５『訳場列位』「大方広仏華厳経八十巻／証聖元年三月十四日 於東都大内大遍空寺訳
于 国三蔵実叉難陀／天后自運仏毫首題名／（＊訳者名省略）」，「大方広仏華厳経四
十巻／貞元十一年十一月十八日進奉梵夾十二年六月五日奉詔於長安崇福寺訳十四年二
十四日訳畢竟進上（＊訳者名省略）」
１６ 町前掲論文，p．１０７
１７ 町前掲論文，p．１０８
１８ 町前掲論文，p．１０９
１９ 町前掲論文，p．１１０
２０ 町前掲論文，p．１１１
２１「続華厳経疏跋」「右続 厳疏，日本高野大師書，細草如豆顆，宛有右軍風格。惜僅
此一巻，首尾倶闕，為可悵耳。夫古墨伝留，難必其全身，以得隴望蜀之心，管中窺豹
之遇，々已幸矣。□□」町前掲論文，p．１２５
２２『中貿聖佳２０１７春季芸術品拍売会』カタログ「唐人写経」の解説
２３ 筆談の中で徹定が金に「友人中最親者為誰。」と尋ねたのに対して金は「一 姓顧，
蘇州人，専為鑑蔵宋元名蹟。」と答えている。（前掲町論文 p．１１７）これが顧文彬を指
すと考えられる。
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２４ 顧文彬「唐写続花厳経疏残本，据文当為釈十回向品以至阿僧品。余従同郡金君
衫得之。金君游日本，従仏眼山僧徹定得之。徹定謂是唐本，引弘法大師請来目録載新
訳花厳経及花厳疏，又性霊集，大師在唐之時，請越州節度使広求内外典籍為証。金君
又引倭漢三才図会云，大師讃州多度郡，屏風浦佐伯直田公之男也。母夢梵僧入 ，妊
十二月，宝亀五年生，幼通六経史伝，従石渊寺勤操受聞持法，博渉三蔵仏経，十九歳
剃染，二十歳落髪，二十二歳于東大寺受具足戒，号空海，三十一歳為求法乗遣唐使船
入唐，明年謁徳宗皇帝，観恵果和尚，恵果曰，来何晩乎，留学三年，三十三歳帰朝，
承和二年入定，年六十二，敕贈弘法大師。考倭漢年契，宝亀五年乃唐大歴九年，至三
十一歳入唐為貞元二十年，又徹定新撰訳場列位新花厳般若本，貞元十一年訳，十四年
畢，進上。雖未審疏作于何時，当在二十年之前。観弘法請来目録，已有新花厳并疏可
知。余按据金君与徹定考定続花厳経疏，唐時由中国請至日本，今仍由日本還諸中国，
使中国今日得見唐時巻子本制度，善一。且知唐時釈部亦是単疏本与経別行，善二。又
唐時釈澄観花厳経疏鈔会本二百二十巻，尚存大蔵，今得経生写本，足以校其同異，善
三。而書法之円勁古厚，是為右軍大令血胤，猶不与焉。然則是疏，為我中国之瑰宝，
淪入日本千餘年矣，一旦来帰，歓喜无量， 能以残本少之哉。」（『過雲楼書画記』巻
一）
２５『大方広仏華厳経疏鈔会本』２２０巻が『乾隆版大蔵経』第５７５から５９６に収録されてい
る。
２６ 経生の説明は次の通り。「 生 一般指抄写仏 的人用的 体。在 生 中，有的
渊源有序， 具功力。但有的抄 者 求清楚端正，多写的呆滞而无神韵，所以后世有
人 呆板无神的小楷 “ 生 ”。唐代仏教盛行，信徒多以仏 敬奉，仏 多以端
正工 的小楷手抄而成，抄写仏 的人被称 “ 生”，其字 称 “ 生 ”。 手
抄的 卷，在 法上亦有 高的水准，反映了唐代 法 已相当普及。但后人 称之
“ 生 ”， 含有 意。 生 承了章程 的嫡 的，而章程 即是后世所 的真 。
従 法的角度来看，在欧 修那个 代，是很推崇 生 的，可以列入神品。但是他
也有毛病，写的太多，太熟 ，所以就拘于成法，没有了生气。」（参考 料．周俊杰．
法知 千 ：河南美 出版社，１９９１年７月）
２７ 曇無讖訳『大般涅槃経卷』第十二，聖行品第七之二「善哉善哉。如汝所説。我念往
昔於此閻浮提作大国王。名曰仙預。愛念敬重大乗経典。其心純善無有麁悪嫉妬慳悋。
口常宣説愛語善語。身常摂護貧窮孤独。布施精進無有休廃。時世無仏声聞縁覚。我於
爾時愛樂大乗方等経典。十二年中事婆羅門供給所須。過十二年施安已訖。即作是言。
師等今応発阿耨多羅三藐三菩提心。婆羅門言。大王。菩提之性是無所有。大乗経典亦
復如是。大王。云何乃令人物同於虚空。善男子。我於爾時心重大乗。聞婆羅門誹謗方
等。聞已即時断其命根。善男子。以是因縁従是已來不堕地獄。善男子。擁護摂持大乗
経典。乃有如是無量勢力。」（大正蔵１２・４３４c）
２８ 玄奘訳『解深密経』巻四「世尊。是諸菩於諸地中所生煩悩。当知何相何失何徳。
仏告観自在菩曰。善男子。無染汚相。何以故。是諸菩於初地中定。於一切諸法法
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界已善通達。由此因縁菩要知。方起煩悩非為不知。是故説名無染汚相。於自身中不
能生苦故。無過失菩生起如是煩悩。於有情界能断苦因。是故彼有無量功徳。」（大正
蔵１６・７０８a）
２９ 曇無讖訳『菩地持経』巻一「爾是名性種性習種性者若従先来修善所得是名習種性」
（大正蔵３０・８８８b）
３０ 真諦訳『摂大乗論世親釈』巻十一「釈曰。何等為五。一有一人。謂願楽行人。二有
三人。謂清浄意行人有相行人無相行人。三有一人。謂無功用行人。是名五人。願楽行
人自有四種。謂十信十解十行十迴向。為菩聖道有四種方便。故有四人。如須陀 道
前有四種方便。此四人名願楽行地。於第一阿僧劫，修行得円満。此地若已円満。此
観行人，未得清浄意。行以未証真如。未得無分別智。故無分別智即，是清浄意行。又
猶同二乗心故。非清浄意行。又未至菩不退位。」（大正蔵３１・２２９b）
３１ 同前
３２ 真諦訳『摂大乗論世親釈』巻十一「譬如須陀 斯陀含阿那含三位製立為五人。若三
位云何製立為五人。由位差別故成五人。従初方便至須陀 為第一人。家家為第二人。
斯陀含為第三人。一種子為第四人。阿那含為第五人。菩位亦爾。初地為第一位。従
二地至七地為第二位。従第八地至第十地為第三位。亦得製立為五人。従方便至初地為
第一人。従二地至四地為第二人。五地至六地為第三人。七地為第四人。八地至十地為
第五人。」（大正蔵３１・２２９c―２３０a）
３３ 真諦訳『摂大乗論世親釈』巻十一「論曰。心堅進増上 釈曰。由事善知識不捨菩提
心。生生及現世恒増長善根。無復減失論曰。三種阿僧祇。説正行成就 釈曰。若具善
根力善願力。心堅増上四義。以此時為阿僧之始。諸師説不同故。有三種。経如此阿
僧時。説修正行得成就」（大正蔵３１・２３２a）
３４ 真諦訳『摂大乗論世親釈』巻十五「菩在十信位中。修大行未堅固。多厭怖生死。
慈悲衆生心猶劣薄。喜欲捨大乗本願修小乗道。故言欲偏行別乗。」（大正蔵３１・２６５a）
３５ 竺仏念訳『菩瓔珞本業経』巻上「諸善男子。若一劫二劫乃至十劫。修行十信得入
十住。是人爾時従初一住至第六住中。若修第六般若波羅蜜。正観現在前。復値諸仏菩
知識所護故。出到第七住常住不退。自此七住以前名為退分。仏子。若不退者。入第
六般若修行。於空無我人主者。畢竟無生必入定位。仏子。若不値善知識者。若一劫二
劫乃至十劫。退菩提心。如我初会衆中有八万人退。如浄目天子法才王子舍利弗等。欲
入第七住。其中値悪因縁故。退入凡夫不善悪中。不名習種性人。」（大正蔵２４・１０１４c）
３６ 馬鳴造 真諦訳『大乗起信論』「信成就発心者。依何等人修何等行。得信成就堪能
発心。所謂依不定聚衆生。有熏習善根力故。信業果報能起十善。厭生死苦欲求無上菩
提。得値諸仏親承供養修行信心。経一万劫信心成就故。諸仏菩教令発心。或以大悲
故能自発心。或因正法欲滅。以護法因縁能自発心。如是信心成就得発心者。入正定聚
畢竟不退。名住如来種中正因相応。若有衆生善根微少。久遠已来煩悩深厚。雖値於仏
亦得供養。然起人天種子。或起二乗種子。設有求大乗者。根則不定若進若退或有供養
諸仏。未経一万劫。於中遇縁亦有発心。所謂見仏色相而発其心。或因供養衆僧而発其
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心。或因二乗之人教令発心。或学他発心。如是等発心悉皆不定。遇悪因縁或便退失墮
二乗地。」（大正蔵３２・５８０bc）
３７ 鳩摩羅什訳『仏説仁王般若波羅蜜経』巻上「善男子初発想信。恒河沙衆生修行伏忍。
於三寶中生習種性十心。信心精進心念心慧心定心施心戒心護心願心迴向心。是為菩
能少分化衆生。已超過二乗一切善地。一切諸仏菩長養十心為聖胎也。」（大正蔵８・
８２６b）
３８ 鳩摩羅什訳『仏説仁王般若波羅蜜経』巻下「三業同戒同見同学。行八万四千波羅蜜
道。善男子。習忍以前行十善菩。有退有進。譬如軽毛随風東西。是諸菩亦復如是。
雖以十千劫行十正道発三菩提心乃当入習忍位。亦常学三伏忍法。而不可名字。是不定
人。是定人者入生空位。聖人性故。必不起五逆六重二十八軽。仏法経書作返逆罪言非
仏説無有是処。能以一阿僧劫。修伏道忍行。始得入僧伽陀位。」（大正蔵８・８３１b）
３９ 仏駄跋陀羅訳『華厳経』巻六，賢首菩品（大正蔵９・４３３b）
４０ 仏駄跋陀羅訳『華厳経』巻八，菩雲集妙勝殿上説 品（大正蔵９・４４８c）
